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シロアリ防除工事に
あたって、まずは調査
を行います

指定のお時間にお伺いいたします。

調査の際は、施主様邸の周辺環境を含めた
家屋の状態を、デジタルカメラで撮影させて
いただきます。



調査をさせていただく際
に、１階平面図がござい
ましたらご用意ください。

１階平面図は、床下で被害があった場合、そ
の場所がどこであるかをご説明する際や、保
証書にも記載いたします。

平面図が見当たらない、またはすぐに出せな
い場合は、調査員が１階の間取りを測量し、
簡易図面を作成させていただきます。

※測量時にかかわらず、調査・施工時に作
業員に立ち入って欲しくないお部屋がありま
したら、お申しつけください。



まず施主様にお話しをお聞きして、床上で異変を感じる箇所から
調査を行います

調査は非破壊検査ですので、壁や床を剥がすことは基本的に行いません。
ただし、床下へ入るための点検口や床収納庫が無い場合は、施主様の承諾のもと、和室畳下の床板を開口
させていただく場合がございます。



玄関や浴室等は、もっともシロアリの被害に遭いやすい箇所です

調査は非破壊検査ですと、壁内の状態がわかりませんが、柱のあるべき箇所を叩くと軽い音であったり、空洞音
がすると、壁内の柱にシロアリの喰害があります。
また、シロアリの羽アリ（次世代の生殖虫）が室内へでてきた場合は、その直下床下にシロアリが生息しています。



床下調査のための床下進入口の養生（埃等で室内を汚さないため）

調査時には、床下進入口周辺を汚すことの無いように、しっかりと養生をします。
床下進入口からの転落防止のため、床下進入口へはお近づきにならないようにしてください。



床下に作業員が入り、シロアリの調査を行います

調査では、シロアリの被害の有無だけではなく、上下水道管からの水漏れや、湿気による木材の腐朽状態も
調査いたします。



床下の状況をデジタルカメラで撮影しつつ調査を行います

調査時に発見したシロアリの被害や、シロアリの通り道である蟻道を発見した場合、家屋のどの位置で、ど
れほどの被害であるのか、デジタルカメラをテレビに接続してすぐに見ていただくことができます。



床下以外の外周も調査を行います

床下・外周の調査が終わりましたら、施主様に調査結果をご報告して、お見積りをご提案いたします


